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特集 令和７年度決算から未来を読み解く！

裏表紙のインタビューもご覧ください
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ごみの減量で�
� 循環型社会の構築へ
塵芥焼却場長期包括運営管理費（運営事業費） 
  ４億１, ４１８万円

民間事業者のノウハウや経営手法を活用し、効
率的な施設運営によるコストの抑制と、サービ
スの向上に努めた。

質疑Pick up!  �令和６年度に比べ可燃
ごみは126t減少

問 可燃ごみ排出量が減少した要因は。
答 令 和 ７ 年 度 の 可 燃 ご み 排 出 量 は

７,62１tで令和6年度から１26t減少し、
直近５年間で最少量となった。生ごみ処理機器
の普及による生ごみの減量に加え、分別やリサ
イクル、リユースといった４Ｒの継続的な啓発
によりごみの減量に対する町民の意識が高まっ
たことが主な要因と考えられる。

7,621t
令和７年度可燃ごみ排出量

4,615人

実証運行利用者数

AI オンデマンド交通で�
� 移動しやすい町へ
ＡＩオンデマンド交通実証運行事業 
  １, ９３０万円

車がなくても移動がしやすい環境の創出に向け
て、下土狩駅～三島駅周辺の３kmの範囲にお
いて移動・交流のニーズの把握と有償の実証運
行を行うもの。

質疑Pick up!  �利用の７割が30代から
50代、リピート率は７割

問 実証運行で分かったこと、ＡＩの機能は。
答 無償運行から有償運行に変更しても利用

状況はほぼ変わらなかったことや利用率の少な
い曜日、年代別利用率やリピート率、利用者の
７割が外出機会の増加につながると考えている
ことなどが把握できた。ＡＩの機能は、効率的
な経路の計算や相乗り発生時の遅延許容計算、
配車方法の最適化などであり、データの蓄積に
より学習していく。

  きっと・ずっと・もっと  「事前予約で使いやすい」
AIオンデマンド交通は時間通りにきてくれて、パパしか免許
がない我が家では雨の日、習い事に行く時凄く助かっています。
支払いに交通系ICカードやバーコード決済があると嬉しいです。
 （下土狩　佐藤さんファミリー）

＼議員が取材 People's Voice／
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ぼくたちの未来、だいじょうぶ？

令和７年度は、ＡＩオンデマンド交通

の実証運行や教育面の非常に大きな取

り組みとなる旧不二精機製造所跡地の

学校施設等整備検討事業などが進めら

れました。予算の使い方、事業の進め

方は適切か？本号でも町民の意見に

しっかり耳を傾け、未来のまちづくり

につなげていきます。

ながいずみキッズ、大募集！
◀応募はこちらから

令和７年度決算から

未来を読み解く！

ＡＩオンデマンド交通実証運行事業

大堰遠隔監視操作制御設備整備工事

公共施設予約システム費

部活動地域展開コーディネーター配置

議会が注目
期待に見合う成果は出たか

令和７年度決算の詳細は
「広報ながいずみ10月号」へ

きっと・ずっと・もっと
「公共施設の利用もキャッシュレス決済」

グループで利用すると代表し
て１人が支払うことになるの
で少し面倒な場合もあります。
キャッシュレスに慣れていな
い方もいるので現金払いもで
きることはよいと思います。
 （下土狩　小松さん）

＼議員が取材 People's Voice／
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令和７年度
中学校部活動数 北中学校　15部活

長泉中学校　16部活 13施設キャッシュレス決済
可能施設数

キャッシュレスで�
� スムーズな支払い
公共施設予約システム費  ２１７万円

公共施設予約システムのさらなる利便性向上を
図るため、窓口におけるキャッシュレス決済に
対応できるよう整備するもの。

質疑Pick up!  �体育施設や文化施設で
キャッシュレス決済可

問 キャッシュレス決済利用可能施設と
整備時期は。現金と併用していくのか。
答 新システムは令和７年９月に稼働して、
体育施設をはじめ文化センターやコミュニティ
ながいずみなどの文化施設でも窓口でのキャッ
シュレス決済が可能となっている。利用者層に
よりキャッシュレス決済対応が難しいことを考
慮し、当面の間は現金支払いとの併用となるが、
最終的にはキャッシュレス決済のみを目指した
い。

部活動地域展開に向けて�
� 着実に前進
部活動地域展開コーディネーター配置
  ２９８万円

部活動地域展開を進めるにあたり、関係機関と
の連絡調整、部活動指導員等との連携や管理な
どを行うため、コーディネーターを配置するも
の。

質疑Pick up!  ��令和10年度中体連後�
休日は地域クラブで活動

問 地域展開はどの程度進んだのか。
答 部活動地域展開推進協議会を中心に、推
進計画に基づき具体的な取り組みを行っている。
また、町長と教育委員で構成される総合教育会
議でも議論を進めた。令和１0年度中体連後、
休日はすべての活動を地域クラブとして行うこ
とを目指し、学校と連携をとった地域クラブが
立ち上がり、既に活動が始まっている。

  きっと・ずっと・もっと  「子どもの活動の場の充実を」
部活動は子どもの成長に大きく関わっており、協調性を高めたり競争
力や技術力を磨く活動の場なので、安心してスポーツや文化活動に取
り組める環境づくりをお願いします。（納米里　平井さんファミリー）

＼議員が取材 People's Voice／
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電光スコアボード設置で�
� 利用者の満足度向上
桃沢グラウンド電光スコアボード設置工事 
  ３, ０９４万円

桃沢グラウンド利用者の満足度向上を図るた
め、スポーツ施設整備に対する助成金を活用し
て野球やソフトボール用の電光スコアボードを
設置するもの。

質疑Pick up!  �利用者の満足度向上と�
地域活性化が期待される

問 グラウンド環境の整備によって、利用者
や地域にどのような効果があるか。
答 電光スコアボードは明るく見やすいとい

う視覚的効果があり、利用者の満足度向上が見
込まれる。併せて桃沢野外活動センターや桃沢
工芸村などの周辺施設との連携による利用者増
加や合宿誘致の促進など、集客面での効果を通
じて桃沢地域の活性化が期待される。

令和７年度桃沢グラウンド利用者数

19,111人
令和７年台風発生数

自動開閉で万全の準備を
大堰遠隔監視操作制御設備整備工事 
  ２, ３５４万円

近年多発する短時間集中豪雨などの自然災害に
備え、迅速な水量調節が可能な遠隔操作システ
ムを大堰水門等に整備するもの。

質疑Pick up!  �水位計による自動開閉
に加え画像配信により
確認

問 運用をどのように行っているのか。
答 遠隔監視操作制御設備の操作は工事管理
課で行っている。大堰など４つの堰は水位計に
より自動で開閉が可能だが、台風など大雨が予
期できる場合は事前に操作し万全を期している。
突発的な大雨の際は現地での操作に比べ早く対
応できる点で効果があった。また、監視画像を
配信し、町民が自宅でも水位等を確認できるよ
うな仕様としている。

27個

きっと・ずっと・もっと「施設の充実を」
電光スコアボードの設置で試合状況がわかりやすくなるのがよい
と思います。今後も長く使えるよう、修繕費用や維持管理にも配
慮してほしいです。 （下土狩　松久保さんファミリー）

＼議員が取材 People's Voice／
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1人あたり3,000円

  きっと・ずっと・もっと  「平等な支援を」
子育て世代と高齢者への支援は物価高騰の為ありがた
いが、対象を広げるなど、より公平な支援も検討して
もらいたい。 （本宿　勝又さんファミリー）

＼議員が取材 People's Voice／
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同意第６号 長泉町教育委員会教育長の任命 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ -

同意第７号 長泉町教育委員会委員の任命 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 64号 地方自治法の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 65号 長泉町景観条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 66号 長泉町給水条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 67号 長泉町下水道条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × -

議第 68号 旧不二精機製造所跡地解体工事請負契約の締結 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 69号 令和７年度長泉町水道事業会計未処分利益剰余金の処分 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 70号 令和７年度長泉町下水道事業会計未処分利益剰余金の処分 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 71号 令和８年度長泉町一般会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 72号 令和８年度長泉町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 73号 令和８年度長泉町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 74号 令和８年度長泉町介護保険事業特別会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 75号 令和８年度長泉町水道事業会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認第 8号 令和７年度長泉町一般会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × -

認第 9号 令和７年度長泉町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の
認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × -

認第 10号 令和７年度長泉町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × -

認第 11号 令和７年度長泉町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × -

認第 12号 令和７年度長泉町土地取得事業特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 -

認第 13号 令和７年度長泉町水道事業会計決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認第 14号 令和７年度長泉町下水道事業会計決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
○は賛成、×は反対、議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ採決に参加します。

を可決21議案公開します
審議した議案と議員ごとの賛否

映像Pick up! 一般会計決算
反対討論
　福田　明 議員
賛成討論
　大沼正明 議員 映像は

１時間１分32秒～

映像Pick up! 下水道条例改正

反対討論
　福田　明 議員
賛成討論
　若林　徹 議員 映像は

６分10秒～
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臨時給付で�
� 物価高騰への支援を
物価高騰対策電子マネー臨時給付事業 
  ５, １５１万円

物価高騰に対応する国の臨時交付金を活用し、
子育て世代および高齢者に「ご当地WAON」
カードに3,000円をチャージして給付するも
の。

質疑Pick up!  �対象は高校生までと
75歳以上の高齢者

問 対象児童数は。高齢者の対象を75歳以
上とした理由は。
答 対象児童数は７, 800人を想定してい
る。限られた財源の中で物価高騰への支援を行
うことを目的としており、年金の上昇分が食料
品などの物価高騰の上昇に追いついていないこ
とや加齢に伴う医療費の負担増などを考慮し、
７５歳以上の高齢者とした。

第４分団廃団に伴い�
� 詰所等を解体
長泉町消防団第４分団詰所等解体事業 
  ８８０万円

長泉町消防団第４分団の廃団に伴い、第４分団
詰所等の解体工事を行うもの。

質疑Pick up!  �第４分団詰所跡地の�
活用方法は検討中

問 解体のスケジュールと跡地利用は。
答 長泉町消防団第４分団詰所の解体は、
１0月下旬または１１月上旬に入札し、令和９
年３月の解体完了を予定している。また、第４
分団詰所の跡地利用は、隣接している桃沢幼稚
園を所管する教育委員会において現在検討中で
ある。

長泉町消防団団員数（５月１日現在）

91人

ご当地WAONカードによる臨時給付額

1人あたり3,000円

補正予算
� ＰＩＣＫＵＰ！
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他
市
町
に
寄
附
を
す
る
こ
と

は
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
特
化

し
た
フ
ァ
ン
層
を
つ
か
む
た
め
に
、

ア
ニ
メ
と
コ
ラ
ボ
し
た
商
品
展
開
で

返
礼
品
を
増
や
し
、
少
し
で
も
寄
附

受
け
入
れ
額
を
増
や
す
取
り
組
み
を
。

答
　

現
時
点
で
は
町
と
ア
ニ
メ
の
関

連
性
が
薄
い
こ
と
か
ら
町
が
中
心
と

な
っ
て
コ
ラ
ボ
す
る
考
え
は
な
い
。

い
わ
ゆ
る
推
し
活
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
商
品
展
開
を
希
望
す
る
事
業
者

が
い
れ
ば
、
情
報
収
集
な
ど
を
行

い
、
情
報
提
供
し
た
い
。

街
路
樹
や
公
園
の
維
持
管
理

問
　

枯
れ
た
街
路
樹
が
何
本
も
あ
る

が
、
維
持
管
理
方
法
は
。
ま
た
街
路

樹
の
種
類
が
道
路
に
よ
り
違
う
が
選

定
基
準
は
。

答
　

街
路
樹
の
置
か
れ
て
い
る
特
殊

な
環
境
で
は
、
病
害
虫
や
強
風
な
ど

の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
さ
ら
に
近

年
の
風
水
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
も

倒
木
や
枯
損
、
枝
枯
れ
な
ど
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を

は
じ
め
、
街
路
樹
剪
定
や
植
樹
桝
内

の
除
草
業
務
な
ど
日
常
管
理
の
中
で

点
検
し
て
お
り
、
枝
枯
れ
や
枯
損
し

た
木
は
安
全
を
最
優
先
に
伐
採
、
撤

去
し
て
い
る
。
調
査
・
研
究
の
結
果
、

花
が
咲
く
、
樹
形
が
良
い
、
排
ガ
ス

に
強
い
な
ど
の
理
由
か
ら
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
を
多
く
植
栽
し
て
き
た
。
ま
た
四

季
を
感
じ
る
樹
木
を
地
域
と
と
も
に

検
討
し
、
マ
ン
サ
ク
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ

ジ
、
サ
ル
ス
ベ
リ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ

を
道
路
整
備
に
合
わ
せ
選
定
し
た
。

問
　

公
園
の
樹
木
や
遊
具
の
点
検
や

管
理
方
法
は
。

答
　

月
に
一
度
の
公
園
パ
ト
ロ
ー
ル

や
定
期
的
な
樹
木
剪
定
に
よ
り
病
害

虫
の
発
生
や
枯
損
し
た
木
、
枝
の
確

認
を
し
、
緊
急
度
に
応
じ
て
立
ち
入

り
制
限
、
緊
急
対
応
に
よ
る
剪
定
、

伐
採
を
行
う
。
遊
具
に
つ
い
て
は
、

公
園
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ほ
か
専
門
業
者

に
よ
る
定
期
点
検
を
年
に
２
回
実
施

し
て
い
る
。
住
民
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

特
化
し
た
層
に
向
け
た
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
を

枯
れ
て
い
る
街
路
樹
の
管
理
方
法
は

鮎壺の滝を今までとは違った側面からの活用法で地域活性化だけではなく、
熱心なファン層に向けたふるさと納税返礼品にもつなげる取り組みを。

ふるさと納税の流
出額が増え続けて
いる不交付団体で
も、町には75％補
填するよう国に粘
り強く要望するべ
きでは。

安田 三津子議員の視点
まちづくり

9 2026.11.1発行
長泉町議会だより［ みらいずみ ］No.220

町民の関心・議員の視点

一般質問
町のさまざまな課題などについて、議員が
自身の考えや提案も含めて町に考えを聞く
「一般質問」。
議員ごとの視点（着眼点）も見えてきます。

まちづくり
安田議員　特化した層に向けたふるさと納税返礼品を

安田議員　枯れている街路樹の管理方法は

くらし
石川議員　さらなる住民サービス向上で「行かない窓口」へ

髙田議員　将来のごみ処理施設の方針は

堀内議員　広小路周辺に新たな停留所の設置を

子育て・教育
杉森議員　旧不二精機製造所跡地の未来に向けた利活用を

福田議員　落雷に対する安全行動の取り組みは

防災
堀内議員　大規模災害時の人的受援体制の強化を

福田議員　罹災証明書交付事務に損害保険会社の活用を

福祉
石川議員　高齢者の生きがい・居場所づくりの構築を

P.9

P.9

P.10

P.11

P.12

P.13

P.14

P.12

P.14

P.10

９月議会では６人が登壇

「あなたはどの視点に共感しますか？」

映像でも
見られます

8令和8年9月定例会
長泉町議会だより［ みらいずみ ］No.220



答
弁

現
施
設
を
運
用
し
つ
つ
広
域
化
の
可
能
性
を
慎
重
に
判
断

問
　

３
市
２
町
の
ご
み
処
理
広
域
化

へ
の
参
加
を
見
送
っ
た
要
因
は
。

答
　

建
設
候
補
地
に
選
定
さ
れ
た
熱

海
市
笹
尻
地
区
は
、
ご
み
処
理
施
設

と
し
て
適
性
の
高
い
場
所
で
あ
る
が
、

収
集
運
搬
に
係
る
経
費
が
約
２
・
３

倍
増
額
と
な
り
、
経
済
性
に
お
い
て

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
生
じ
る
。

さ
ら
に
運
搬
距
離
や
収
集
時
間
の
増

加
に
よ
り
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

長
時
間
ご
み
が
置
き
去
り
に
な
る
こ

と
や
、
町
民
が
処
理
施
設
へ
ご
み
を

直
接
持
ち
込
む
場
合
に
お
い
て
負
担

が
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

問
　

今
回
、
早
期
に
広
域
化
に
参
加

し
な
い
判
断
を
行
っ
た
理
由
は
。

答
　

当
町
の
広
域
化
へ
の
参
加
の
有

無
が
、
事
業
規
模
、
経
費
面
に
お
い

て
、
各
市
町
の
広
域
化
に
対
す
る
判

断
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
こ
と
か

ら
、
他
市
町
の
今
後
の
判
断
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
し
た
い
と
の
判
断
に

加
え
、
当
町
の
将
来
に
わ
た
る
ご
み

処
理
体
制
の
再
検
討
に
い
ち
早
く
専

念
す
べ
き
と
考
え
る
。

問
　

３
市
２
町
で
の
広
域
化
な
ど
の

可
能
性
調
査
と
は
別
に
、
令
和
６
年

に
実
施
し
た
町
独
自
で
調
査
を
行
っ

た
意
図
は
何
か
。
ま
た
そ
の
成
果
は
。

答
　

将
来
的
な
ご
み
処
理
施
設
の
方

向
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、「
塵
芥

焼
却
場
現
状
調
査
」
を
行
う
と
と
も

に
、
３
市
２
町
に
限
ら
ず
、
近
隣
市

町
を
含
め
た
広
域
化
の
可
能
性
を
町

独
自
で
調
査
を
行
っ
た
。
結
果
は
、

現
施
設
の
使
用
は
令
和
25
年
頃
ま
で

は
安
全
に
使
用
可
能
で
、
そ
の
後
も

適
切
な
保
守
な
ど
を
行
う
こ
と
で
継

続
使
用
が
可
能
で
あ
る
。
広
域
化
等

に
つ
い
て
は
、
経
済
面
、
環
境
面
な
ど

の
評
価
項
目
に
よ
る
、
９
ケ
ー
ス
10

パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
評
価
を
行
っ
た
。

問
　

町
独
自
調
査
で
高
評
価
だ
っ
た

「
沼
津
市
・
清
水
町
」
と
の
広
域
化

の
可
能
性
は
。

答
　「
広
域
化
等
検
討
基
礎
調
査
」

の
結
果
で
は
、「
沼
津
市
・
清
水
町
」

と
の
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
経
済
面
、

施
設
面
、
環
境
面
、
防
災
面
、
町
民

な
ど
へ
の
影
響
の
５
つ
の
評
価
指
標

に
よ
る
総
合
評
価
で
高
い
評
価
と

な
っ
た
が
、
両
市
町
で
は
す
で
に
令

和
11
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
た
施

設
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
広
域
化
に
つ
い
て
協
議
す

る
こ
と
の
困
難
さ
も
指
摘
し
て
い

る
。
今
後
、
様
々
な
広
域
化
の
枠
組

み
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

問
　

単
独
、
広
域
な
ど
の
今
後
の
ご

み
処
理
施
設
の
方
向
性
の
判
断
基
準

及
び
、
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　

将
来
に
わ
た
っ
て
町
民
に
安
定

し
た
ご
み
処
理
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
将
来
世
代

が
負
担
す
る
維
持
管
理
や
更
新
費
用

ま
で
含
め
た
総
合
的
か
つ
長
期
的
な

視
点
で
判
断
す
る
。
今
後
、
町
単
独

で
施
設
の
更
新
や
維
持
管
理
を
行
う

こ
と
は
現
実
的
で
は
な
く
、
国
が
進

め
る
広
域
化
、
集
約
化
は
避
け
て
通

れ
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在

の
当
町
単
独
で
の
施
設
運
用
体
制
と

比
較
し
て
、
経
済
面
、
利
便
性
な
ど

様
々
な
観
点
か
ら
、
将
来
に
わ
た
り

持
続
的
で
よ
り
効
果
的
な
広
域
化
に

よ
る
体
制
の
構
築
が
可
能
か
ど
う
か

が
、
判
断
基
準
と
な
る
と
考
え
る
。

今
後
の
明
確
な
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
示
す
こ
と
は
難
し
い
が
近
年
の
情

勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
方
向

性
を
判
断
し
て
い
く
。

将
来
の
ご
み
処
理
施
設
の
方
針
は

３市2町のごみ処理広域化で決定した建設候補地は遠距離
のため参加を見送った。

ごみ問題は非常に
関心が高い。町の
将来を見据えた慎
重な検討、的確な
判断が必要。

髙田 昌直議員の視点
くらし

11 2026.11.1発行
長泉町議会だより［ みらいずみ ］No.220

「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

コ
ン
ビ
ニ
交
付
・
電
子
申
請
な
ど
利
便
性
向
上
に
取
組
む

答
弁

地
域
活
動
の
好
事
例
を
紹
介
し
充
実
を
図
る

窓
口
時
間
短
縮
試
行
か
ら
本
格
実
施

問
　

働
き
方
改
革
・
業
務
改
善
・
時

間
外
勤
務
削
減
な
ど
を
目
的
と
し
開

庁
時
間
短
縮
を
試
行
実
施
し
て
い
る

が
、
町
民
か
ら
の
意
見
や
反
響
は
。

答
　

来
庁
者
の
多
い
住
民
窓
口
課
な

ど
６
課
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
２
４
８
件
の
回
答
が
あ
り
、
９

割
以
上
が
今
回
の
取
組
み
に
肯
定
的
・

理
解
で
き
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

問
　

実
施
方
法
に
対
し
職
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
は
。

答
　

業
務
効
率
の
向
上
や
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
、
時
間

短
縮
に
よ
り
確
保
さ
れ
た
時
間
を
事

務
処
理
や
業
務
改
善
に
活
用
で
き
、

窓
口
対
応
で
時
間
外
勤
務
が
な
く

な
っ
た
な
ど
の
声
が
多
か
っ
た
。

問
　

時
間
外
勤
務
３
％
削
減
目
標
の

成
果
は
。

答
　

窓
口
業
務
が
多
い
部
署
で
は
、

時
間
外
勤
務
時
間
数
が
令
和
７
年
度

よ
り
１
割
以
上
削
減
さ
れ
、
住
民
窓

口
課
な
ど
に
係
る
委
託
業
務
時
間
短

縮
に
よ
り
年
間
委
託
料
約
70
万
円
の

削
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　

行
か
な
い
窓
口
と
な
る
よ
う
手

続
き
を
増
や
し
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
。

答
　

ス
マ
ホ
や
自
宅
で
の
手
続
き
を

増
や
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
意
見
が
多

数
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
ニ
ー
ズ

が
明
確
に
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
対
象
事
務

の
拡
充
や
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
で
、

利
便
性
向
上
に
取
組
ん
で
い
く
。

介
護
に
頼
ら
な
い
自
立
支
援
を

問
　

近
年
の
介
護
給
付
費
の
推
移
と

今
後
の
傾
向
は
。

答
　

高
齢
化
の
進
行
や
要
介
護
認
定

者
数
の
増
加
に
よ
り
保
険
給
付
費
は

こ
の
５
年
間
で
約
３
億
３
０
０
万
円

増
加
し
て
お
り
、
引
き
続
き
増
加
基

調
で
推
移
す
る
と
分
析
し
て
い
る
。

問
　

高
齢
や
病
気
、
ケ
ガ
な
ど
で
日

常
生
活
機
能
が
低
下
し
た
高
齢
者
の

能
力
を
可
能
な
限
り
回
復
・
改
善
さ

せ
、
介
護
に
頼
ら
な
い
自
立
し
た
生

活
へ
の
復
帰
を
目
指
す
『
リ
エ
イ
ブ

ル
メ
ン
ト
事
業
』
の
利
用
者
数
や
利

用
者
の
声
、
そ
の
効
果
は
。

答
　

令
和
７
年
度
実
施
者
26
名
全
員

の
生
活
機
能
が
改
善
し
、
専
門
職
の

支
援
を
終
了
し
て
い
る
。
利
用
者
か

ら
は
『
階
段
の
昇
降
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
っ
た
』『
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
再

開
で
き
た
』
な
ど
、
身
体
機
能
だ
け

で
な
く
、
意
欲
回
復
や
趣
味
活
動
再

開
と
い
っ
た
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

問
　

高
齢
者
の
孤
立
・
孤
独
を
招
か

ぬ
よ
う
公
民
館
な
ど
で
自
主
活
動
す

る
地
域
団
体
の
好
事
例
の
周
知
を
。

答
　

地
域
で
行
う
通
い
の
場
や
介
護

予
防
活
動
な
ど
の
取
組
に
対
し
、
補

助
金
に
よ
る
支
援
を
行
い
地
域
活
動

の
拡
大
に
努
め
て
い
る
。
各
地
区
で

の
サ
ロ
ン
な
ど
の
好
事
例
を
紹
介
し

て
お
り
、
引
き
続
き
居
場
所
づ
く
り

や
生
き
が
い
づ
く
り
の
充
実
を
図
る

な
ど
効
果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て

い
く
。

さ
ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
で
「
行
か
な
い
窓
口
」
へ

高
齢
者
の
生
き
が
い
・
居
場
所
づ
く
り
の
構
築
を

毎朝、杉原公園で行われているラジオ体操。顔の見える関
係は地域交流・世代間交流につながり防災の面でも有効。

高齢者の孤立・孤
独防止には地域社
会への参加を促
し、様々な地域資
源を活用した生き
がいづくり居場所
づくりが必要。

石川 美穂議員の視点
くらし

リエイブルメント事業… リハビリ職が行う３カ月短期集中予防サービスで、要介護者の生活活動を改善し介護に 
頼らない自立した暮らしを支援する事業。 10令和8年9月定例会
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答
弁

住
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
、
魅
力
あ
る
学
校
に
し
た
い

問
　

長
泉
中
学
校
の
今
後
の
設
計
・

施
設
整
備
ま
で
継
続
的
に
住
民
や
生

徒
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
考
え
は
。

答
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
懇
談
会
か

ら
い
た
だ
い
た
意
見
や
ア
イ
デ
ア
は
、

学
校
施
設
等
整
備
計
画
検
討
委
員
会

で
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に

向
け
た
資
料
と
し
て
活
用
す
る
。
令

和
９
年
度
以
降
の
基
本
設
計
策
定
で

も
、
様
々
な
場
面
を
捉
え
、
学
校
関

係
者
や
地
域
の
皆
様
な
ど
か
ら
ご
意

見
を
伺
い
、
住
民
の
皆
様
に
愛
さ

れ
、
魅
力
あ
る
学
校
に
し
た
い
。

問
　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
も

含
め
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
「
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」
の
視
点
を
ど

の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
新
し
い
学
校
施
設
で
、
特
別

支
援
教
室
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
交

流
・
共
同
学
習
な
ど
、
将
来
の
教
育

ニ
ー
ズ
の
変
化
を
見
据
え
た
施
設
整

備
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答
　

学
校
施
設
基
本
方
針
で
は
、
学

校
施
設
の
目
指
す
べ
き
姿
で
多
様
な

個
性
の
児
童
・
生
徒
の
居
場
所
と
し

て
学
習
環
境
の
整
備
と
し
て
お
り
、

具
体
的
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど

の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
、
ク
ー
ル
ダ
ウ

ン
の
た
め
の
小
ス
ペ
ー
ス
と
い
っ
た
、

大
小
様
々
な
居
場
所
を
確
保
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
新
た
な
長
泉
中
学

校
の
整
備
も
、
本
方
針
を
基
本
と
し

つ
つ
、
最
新
の
学
校
施
設
の
事
例
や
、

学
識
経
験
者
の
知
見
な
ど
を
参
考
に
、

新
し
い
教
育
空
間
の
確
保
を
目
指
し

て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
た
い
。

「
本
が
あ
る
」か
ら「
本
を
読
む
」へ

問
　

学
校
図
書
館
補
助
司
書
が
不
在

と
な
っ
て
以
降
、
各
小
中
学
校
の
本

の
貸
し
出
し
の
傾
向
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
司
書
不
在
に

よ
っ
て
、
図
書
館
の
開
館
時
間
や
管

理
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　

開
館
時
間
は
、
北
小
学
校
の
み

中
休
み
と
昼
休
み
に
開
館
し
て
い
る

が
、
そ
の
他
の
小
中
学
校
は
昼
休
み

の
時
間
の
み
開
館
し
て
い
る
。
各
小

中
学
校
の
図
書
館
の
本
の
貸
し
出
し

冊
数
は
、
令
和
７
年
度
に
比
べ
て
減

少
し
て
い
る
。

問
　

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
現

在
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

答
　

図
書
館
運
営
は
各
校
の
司
書
教

諭
が
担
っ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
司

書
教
諭
が
学
級
担
任
や
教
科
指
導
を

行
い
な
が
ら
、
貸
出
業
務
に
あ
た
っ

て
い
る
。
各
学
校
で
は
教
員
で
協
力

し
な
が
ら
運
営
に
携
わ
る
と
と
も
に
、

保
護
者
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
な
ど
、
多
く
の
皆
様
に
貸
し
出
し

業
務
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

特
に
、
長
泉
小
学
校
で
は
、
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
説
明
会
に
約
70
人

が
出
席
し
、
６
月
下
旬
か
ら
夏
休
み

前
ま
で
の
期
間
に
延
べ
84
人
の
皆
様

に
協
力
い
た
だ
い
た
。
こ
う
し
た
体

制
づ
く
り
に
加
え
、
教
職
員
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
を
対
象
に
、
町
民

図
書
館
の
司
書
に
よ
る
本
の
修
繕
の

講
習
会
を
開
催
し
、
図
書
館
の
環
境

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、

図
書
館
運
営
の
活
動
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、
開
館
時
間
の
拡
大
、
国
語

の
授
業
で
の
図
書
館
利
用
の
推
進
な

ど
に
取
り
組
み
、
児
童
・
生
徒
が
本

に
触
れ
、
読
書
活
動
が
充
実
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

旧
不
二
精
機
製
造
所
跡
地
の
未
来
に
向
け
た
利
活
用
を

「共生・共育」県立富士特別支援学校富士宮分校と隣接する
富士宮北高校の交流あいさつ運動。

インクルーシブ教
育のきっかけにな
るための旧不二精
機製造所跡地に県
立特別支援学校分
校の併設を。

杉森 賢二議員の視点
子育て・教育
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「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

利
用
状
況
を
十
分
に
精
査
し
、
慎
重
に
検
討

答
弁

町
災
害
時
受
援
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
対
応
す
る

問
　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
は
首
都
圏

か
ら
の
移
住
者
で
車
を
持
た
な
い
方

が
使
う
こ
と
を
想
定
し
て
の
事
業
で

あ
っ
た
が
そ
の
実
態
と
利
用
目
的
は
。

答
　

令
和
７
年
の
実
証
運
行
で
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
30
代
が

27・１
％
、
50
代
が
24
％
、
40
代
が

18・６
％
で
、
利
用
者
の
７
割
と
な
っ

て
い
た
。
利
用
目
的
で
は
、交
流
目

的
が
18
％
、通
勤
通
学
が
17・１
％
、

買
い
物
が
14・４
％
、
子
育
て
が

11・７
％
、
通
院
が
10・９
％
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
目
的
で
日
常
の
移
動
手

段
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
利

用
者
の
６
割
が
マ
イ
カ
ー
を
所
有
し

て
お
り
、
出
産
直
後
や
乳
幼
児
を
連

れ
て
の
運
転
に
不
安
が
あ
る
な
ど
、

新
た
な
利
用
ニ
ー
ズ
が
確
認
で
き

た
。
ま
た
、
利
用
者
の
７
割
が
「
外

出
回
数
が
増
加
し
た
」
と
答
え
た
。

問
　

利
用
者
に
と
っ
て
「
行
先
」
は

利
用
目
的
の
大
き
な
要
因
と
な
る
。

旅
行
・
遊
び
・
買
い
物
の
目
的
地
と

な
る
「
広
小
路
駅
」
周
辺
の
停
留
所

設
置
の
考
え
は
。

答
　「
広
小
路
駅
」
を
始
め
、
町
外

商
業
施
設
へ
の
停
留
所
設
置
の
要
望

は
認
識
し
て
い
る
。
運
行
エ
リ
ア
の

拡
大
は
、
配
車
時
間
の
延
長
と
な
り

利
用
者
の
満
足
度
が
下
が
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
既
存
の
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
公
共
交
通
事
業

者
の
経
営
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
す
み

分
け
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
停
留

所
の
エ
リ
ア
拡
大
は
、
利
用
状
況
を

十
分
精
査
し
、
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

問
　

他
自
治
体
か
ら
人
的
支
援
を
受

け
入
れ
る
た
め
の
受
援
計
画
は
策
定

さ
れ
て
い
る
か
。

答
　

災
害
時
受
援
計
画
は
、
大
規

模
災
害
の
発
生
時
に
、
国
や
他
自
治

体
・
民
間
企
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か

ら
人
的
・
物
的
支
援
を
円
滑
に
受
け

入
れ
、
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
、

事
前
準
備
や
手
順
を
定
め
た
も
の
で
、

令
和
７
年
度
末
に
策
定
し
て
い
る
。

問
　

避
難
所
運
営
・
住
家
被
害
認

定
・
罹
災
証
明
書
交
付
・
被
災
者
相

談
な
ど
、
大
規
模
災
害
時
は
職
員
数

の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
。
人
的
応
援

を
要
請
す
る
判
断
基
準
、
県
や
協
定

自
治
体
へ
の
要
請
ル
ー
ト
は
明
確

か
。答　

職
員
数
の
算
定
は
、
町
業
務
継

続
計
画
に
お
い
て
、
職
員
数
や
居
住

地
域
を
基
に
所
属
別
の
参
集
人
員
の

予
測
と
共
に
、
参
集
時
期
の
見
込
み

や
不
足
数
に
つ
い
て
算
定
し
て
い

る
。
災
害
時
は
原
則
、
災
害
対
策

本
部
を
班
単
位
に
し
て
対
応
す
る

が
、
職
員
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な

時
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く

応
援
要
請
を
、
静
岡
県
を
通
じ
て
行

う
。
災
害
協
定
団
体
に
は
個
別
に
要

請
す
る
。

問
　

今
後
の
受
援
計
画
に
基
づ
く
全

庁
的
な
訓
練
の
予
定
と
内
容
は
。

答
　

令
和
８
年
10
月
の
総
合
防
災
訓

練
に
お
い
て
、
受
援
計
画
に
基
づ
く

初
め
て
の
訓
練
と
し
て
、
自
衛
隊
と

連
携
し
た
孤
立
予
想
地
域
の
緊
急
輸

送
訓
練
を
行
う
。

広
小
路
周
辺
に
新
た
な
停
留
所
の
設
置
を

大
規
模
災
害
時
の
人
的
受
援
体
制
の
強
化
を

期待されるSPICEBOX！

全国的にも注目さ
れている交流型
オンデマンド交通
は、町民にとって
も期待の事業だ。
活用促進に向けた
利便性の充実を！

堀内 浩議員の視点
くらし
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早急にうれしい

釘付け

きっかけ

わかり
やすい

クイズのこたえと、住所・氏名・年齢・電話番号、
議会だよりへの感想を書いて、❶❷❸いずれかで
お送りください。

❶はがき　〒411-8668　長泉町中土狩828番地
　　　　　長泉町議会　広報広聴常任委員会宛

❷ FAX 
　 055-986-5905

地球温暖化に伴い、子ども
達の健康管理のためにも、
早急に体育館の空調設備の
設置をお願いしたい。
� （70代）

お堅い話がわかりやすい表
現で書かれていて全文読む
ことができました。�（50代）

いつも楽しみに見ています。
長泉は遊ぶところがたくさん
あってうれしいです。�（10代）

P4あなたはどの視点に共感
しますか？のキャッチフレー
ズ、とても凄く目に留まりま
す。だから、自分はどれかな
どれかなと、議員の質問内容

　　　　　　　　に釘付けになります。�（30代）

長泉町のことがたくさん知る
ことができる紙面だと思いま
す。特に、町外から移住して
きた方にも長泉ってこんな場
所があるんだなと知ってもら

　　　　　　　　うきっかけにつながると思い
　　　　　　　　ます。� （40代）

❸応募
　フォーム

わたしも一言
読んだ・わかった・考えた 議会だよりNo.219 への感想や町への

「ひと言」を多数いただきました。
皆さんは、どう考えますか？

No.219 は
こちらから読めます

ヒント…長泉町の文化センター。現在は大規模改修工事により
令和９年９月30日まで休館中。

158 回目！
きっと・ずっと・もっと！わが町 "発見 "クイズ

「〇ルフォーレ」

応募して
みませんか

締切は11/30（月）消印有効
※当選は商品の発送をもってかえさせていただきます

◆前回のこたえは割狐塚 稲 荷神社でした。
　（応募147通　正解145通）
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「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

国
の
応
援
職
員
や
協
定
締
結
団
体
の
活
用
で
発
行
す
る

答
弁

安
全
第
一
の
観
点
か
ら
対
応
し
て
い
る

災
害
対
策
に
関
連
し
て

問
　

罹
災
証
明
書
交
付
事
務
の
協
定

を
損
害
保
険
会
社
と
結
ば
な
い
か
。

答
　

現
在
、
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

と
「
災
害
時
に
お
け
る
家
屋
被
害
認

定
調
査
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
、
被
害
認
定
調
査
の
迅
速
化
を
図

る
と
と
も
に
、
今
年
度
よ
り
被
災
者

生
活
再
建
支
援
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

開
始
し
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
デ
ー
タ

管
理
を
行
う
こ
と
で
、
罹
災
証
明
書

の
迅
速
な
発
行
に
つ
な
げ
て
い
る
。

人
的
支
援
に
関
し
て
は
、
国
の
応
援

職
員
確
保
調
整
本
部
に
よ
る
支
援
団

体
の
調
整
に
よ
り
、
迅
速
な
対
応
が

取
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
応
援
職

員
や
す
で
に
協
定
を
締
結
し
て
い
る

団
体
の
活
用
に
よ
る
迅
速
な
対
応
に

努
め
て
い
く
。

問
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
推
進
す
る
べ
き

だ
が
、
現
状
は
。

答
　

国
が
令
和
８
年
５
月
に
公
表
し

た
「
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の

手
引
き
」
に
お
い
て
、
英
語
で
の
作

成
の
標
準
化
、
適
切
な
量
の
情
報
の

提
示
、
色
彩
へ
の
配
慮
な
ど
が
示
さ

れ
て
い
る
。
現
状
当
町
で
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
地
区
ご
と
に
分

割
し
た
地
図
の
公
表
に
よ
り
、
マ
ッ

プ
の
拡
大
の
対
応
は
で
き
る
も
の

の
、
多
言
語
へ
の
対
応
や
視
覚
、
色

覚
な
ど
の
配
慮
は
で
き
て
い
な
い
。

学
校
で
の
安
全
対
策

問
　

落
雷
リ
ス
ク
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
落
雷
の
危
険
性
や
安
全
行
動

に
関
す
る
教
育
・
啓
発
は
。

答
　

落
雷
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
、

理
科
や
学
活
の
授
業
の
中
で
扱
っ
て

い
る
。
ま
た
、
学
校
生
活
に
お
け
る

安
全
対
策
と
し
て
は
、
雷
鳴
が
聞
こ

え
た
り
雷
光
が
見
え
た
場
合
は
、
降

雨
の
有
無
に
限
ら
ず
、
校
庭
や
プ
ー

ル
な
ど
の
屋
外
活
動
を
中
止
し
、
屋

内
の
活
動
に
切
り
替
え
、
下
校
時
に

雷
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
校
内
放

送
で
児
童
・
生
徒
に
教
室
に
待
機
す

る
よ
う
指
示
す
る
な
ど
、
安
全
第
一

の
観
点
か
ら
対
応
し
て
い
る
。

問
　

登
下
校
で
の
日
傘
利
用
が
推
奨

さ
れ
て
い
る
。
学
校
で
の
利
用
状
況

は
ど
う
か
。

答
　

近
年
、
熱
中
症
リ
ス
ク
が
高
ま

る
中
で
、
日
傘
の
活
用
が
熱
中
症
対

策
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
各
学
校
で
は
日
傘
を
使
用
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
人
数
は
、
毎
年

増
加
傾
向
に
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
日
傘
の
ほ
か
に
も
熱
中
症
対

策
と
し
て
、
帽
子
の
着
用
の
ほ
か
、

ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
使
用
や
昇
降
口
に

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
す
る
学
校

も
あ
る
な
ど
、
複
合
的
な
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

罹
災
証
明
書
交
付
事
務
に
損
害
保
険
会
社
の
活
用
を

落
雷
に
対
す
る
安
全
行
動
の
取
り
組
み
は

税務課に用意されている罹災証明書

損害保険会社と罹
災証明書交付事務
の協定を結ぶ自治
体が増えている。
当町も罹災証明交
付体制を増やすべ
きではないか。

福田 明議員の視点
防災
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Editor’s note
きっと・ずっと・もっと
「令和６年度町村議会広報コンクー
ル」８位入賞（311町村）以来、
現在９組の議会だよりに関する議
会視察研修を私たち広報広聴常任
委員が受け入れ対応しています。
８位入賞の重さと、町民の皆様にわ
かりやすく、読みやすい紙面をお届
けするため、編集校正に携わってい
る責任を強く感じている私です。　　　　　　

（安田　三津子）

高齢者や視覚の弱い方にも配慮した
ユニバーサルデザインフォントを�
使用しています

No.220
2 0 2 6 . 1 1 . 1
（令和８年９月定例会）

議会のこと、届けます

フォローはこちらから
Instagram Facebook

Instagram・Facebook
やっています

東京から移住して７年。子育て面、アクセス面が良いと感じており、イベント
など親子で楽しませてもらっています。これからも子どもの成長の段階に応じ
た多様なイベントを継続してほしいです。�（平岡さんファミリー・下土狩）

裾野から移住して４年。子どもに住みよいと聞いていたとおり、住み心地よく
鮎壺公園はとても快適。駐車場はもっとほしいかな。共働き世帯がより安心
できるよう病児保育の充実に期待します。�（勝原さんファミリー・本宿）

＼議員が取材／
今号の表紙のひと
interview

親子de
かけっこ教室
in 長泉 編

４歳以上の未就学児とその保護者を対象に行われた、走るのが好きになる「親
子deかけっこ教室」。みんなで走ったり、障害物を飛び越えたりするのを楽
しみながら多くの笑顔があふれていました。これからも体を動かす楽しさを
感じ、夢中になれる体験や遊びを通して子ども達が心身ともに元気に成長し
ていくことを願っています。� （取材…堀内議員・石川議員）

Gikai-voice

次の定例会は
11月24日（火）開会予定
審議日程や議案一覧などは 11月 18日ごろホームページに掲載予定

長泉町議会

傍聴は議場で！スマホで！
「いつでも・だれでも」
議場は役場３階。傍聴したい方は議会ホームページで予定を確認して
いただくか、議会事務局にお問合せください。
  （℡０５５－９８９－５５２６）


